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JIRCASへの期待

JIRCASへ
護

JIRCASがこのたび創立 30周年を迎えられ

たことを、心からお祝い申し上主げます。また、

開発途上地域の食料や農林水産業等の問題、地

球環境問題等に鋭意取り紐まれ、多くの研究成

果を収めて来られたことに、深く敬意を表する

ものであります。

さらに、今’後深刻化する食料問題をはじめ、

砂漠化の進行、生物の多様性や遺伝資源の消失

等解決を要する課題が山積みする中で、

JIRCASの役割が大きく期待されます。

折りしも、 2000年という肢史の節目を迎え、

また独立行政法人化としるっ組織の転機に直面

して、 HRCAS自身 21j佐紀へのありかたを考

える格好の機会を得たともし hえるでしょう。

20世紀i土、技術革新、市場経済の波が世界

を席捲する一方、植民地の独立と経済発展の風

を受け、いわゆるグローパルイじの時代を迎えま

した。どの閣も他国との貿易、投資、援助、協

力関係なしには存立できません。

わが国の立場l土、世界第一級の経済大田、援

助大国で、あり、同時に世界最大の食料純輸入国

です。 21世紀の食料問題、環境問題について

わが国としての責任があり、国際協力のありか

たが大きな影響力をもつことはいうまでもあ

りません。特にあらゆる意味で関係の深いアジ

アへのアプローチは、将来の日本にとって致命

的に重要といえましょう。

そこで、わが国としての関心の優先度、相手

間ごとの必要度等を判断し、どの地域にどんな

協力がふさわしいか、長期的な戦略が必要と

われますo HRCASの研究についても同様で、

こうした戦略の下に関係者の足並みを調整し

ていくことが望まれます。相手方の要請や研究

者の関心は重要ですが、それに任せるだけだと

場当たり的になる憧れもあります。

これからは、特に、国内の研究機関はいう

に及ばず国際研究機関との人事交流を含む連

期待

携が一層重要になると

思われます。 HCAラ

JETJRO、国際協力銀行

等との協調も望まれま

す。より広い情報収集、

分析能力が問われています。

国際協力に責任を持つ JIRCASとして、研究

内容はもとより、その位置づけ、社会経済的意

をも掌握してはじめて、研究そのものの成果

を確かめ、またそれを内外に認知させることが

できるでしょう。

その意味で、現在の総合研究についても、

分野の協力を一層審にし、相手国の実情や社会

制度に適合したシステムとして提示していく

必要があります。多分野が並ぶだけでは総花的

なものに高冬わりかねません。

また、優れた研究成果も、現状ではまだまだ

限られた範囲でのみ知られ、ト分活用されない

憾みがあります。広く；頼られる存在になるため

にも積極的な情報発信が不可欠です。

£）、上を通じて、 JIRCASに期待される役割は

研究推進、研究交流、研究者育成、研究d情報等

すべてについて、センターとしての機能を果た

すことにほかなりません。また、それによって

国全体の国際協力の進めかたにも貢献するこ

とが期待されます。

センターとしての機能、それは既に JIRCAS

自身の名称に織り込まれています。国立の研究

機関にセンタ｝の名称は異例ですが、あえてこ

の命名をしたことろに狙いの本質が込められ

ています。30年前センター創立の仕事に携わっ

た A 人として、私はこれを記憶しています。

HRCASがこの自らの原点に立ち、今日まで

の実績の上に、日本の立場に恥じない世界一流

のセンターとして 21世紀に躍進されるよう期

待し、激励の言葉と致します。

（農林水産技術会議会長）
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HRCASへの期待

の研究では地域資源を活用した我が閏の農業

技術における持続性の追求が活かされている。

あらゆる分野で欧米本位のグローパリゼー

ションがきしみと疑問を惹起している。

農林水産業技術の分野ではアジア型途ヒ国

本位ともいうべきグローパリゼーションの波

をj坦こしたいものだ。

これは我が国農林水産業技術開発全体の志

である。

HRCASにはこの宏、を代表して国際的に信頼

され、尊敬される研究センターになってもらい

たい。その時に初めて我が国の農林水産業技術

開発は真価を認められたといえよう。

2001年 4月から JIRCASは他の多くの試験

研究機関とともに独立行政法人となる。農林水

産省は現在、作目別、地域別に農業技術開発全

般を担う 13の試験研究機関を統合して大規模

な農業技術研究機構とする一方、 JI及CASにつ

いては生物資源、環境等の専門研究所と並んで、

単独の別法人とすることにしている。これから

の国際的共同研究の旗手にふさわしい独自の

運営をしなやかに、のびのびと進めて欲しいも

のである。

（農業研究センタ一所長、

前農林水産技術会議事務局長）
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JIRCASへの期待

国際農林水産業研究センターへの期待

中川原捷洋

国外に出ていろいろな研究機関を訪問した

折りに、しばしば経験することがある。「あな

たは00研究所の方ですか、そうですか。とこ

ろで、あなたは同じ日本の研究所の JIRCASを

ご存じですか？」とくる。ずっと以前には、

TARC （熱帯農業研究センター）を知ってるか

ときたものである。このシーンは私にはとても

象徴的で印象的な光景である。 HRCASが国外

の研究機関といかに密接に連絡しあっている

t，示すというだけではなく、 JIRCASが我が

間約農林水産業関係の研究を代表するシンボ

））／ として捕らえられているように見えるので

ある。

JIRCASについて言苦ることを予Rめられるなら

ば＼個人的なつながりで述べたいものである。

駆け出しの研究者であった頃、 HRCASもまた

産声をあげたばかりの駆け出しの TARCで

あった。その当時、遺伝資源の研究と資源、探索

という実学が芽生えた時期でもあり、幾度とな

くTARCの予算にお世話になり、今では考え

られないような出張をさせていただいた。大学

以外ではこんな調査行は難しいだろうと誰も

が患っていたときであるから、いざ実現してみ

ると信じられない気分であった。そうなると、

研究者に限らず若い年代にとっては、いたく思

にきるものである。一肌も二肌も脱いで、いっ

ちょうやってやろうと無我夢中で働くように

なる。こうして、 TARCのお陰で一研究者とし

ての骨格が出来上がったといっても過言では

ない。

それに、当時はこれも信じられないような上

司が揃っていた。危

なつかしい出張計画を

説明しても、これを各

めるのではなく、逆に

もっと冒険をしたらど

うだというような助言をいただいたりしたこ

とを思い出す。また、とくに、今でも心底にこ

びりついている記憶がある。こちらは、次第に

国家公務員という役人気質が身に付いてきた

頃のことであるが、中国の雲南省に滞在中の出

来事である。現場の研究者として是が非でも入

り込みたい中国の奥地へ中国政府側から招待

があった。その期間が私の滞在可能な出張期間

をオーバーするために、泣く泣く辞退して帰国

した折りの上司のことばである。「君は、まず

いことをしたね。行くべきだったよ。Jと言わ

れたのであった。出張期間にとらわれることな

く、招轄を受け入れるべきであった。それが、

君の研究を深化さぜることができたし、研究セ

ンターも将来的な大きな財産を逃したかもし

ないというのである。

年を重ねて、お世話をする側に立って思うこ

とは多い。研究機関に限らず、存在する組織は

時が経つに従って動脈硬化を起こすという。研

究所を運営する上では、いつも念頭に置いてお

かなければならない永遠の課題であろう o

JIRCASはこの課題に果敢に立ち向かつて日夜

努力され、今日の繁栄を迎えられた。今後と

も、私が経験したような素晴らしい体験を研究

陣営に与えられ、さらに柔軟で展望ある研究所

に発展することを念願するものである。

（農林水産先端技術産業振興センター

(STAFF）副所長、前農業研究センタ一所長）
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JIRCASへの期待

国際農林水産業研究セ

地球サミットといわれる「環境と開発に関す

る国連会議； UNCED」が開催された 1992年を

契機に、世界の潮流は「持続可能な開発Jへと

向かった。

ガリ国連事務総長は会議の冒頭で、「地球は

低開発と過剰開発の双方に苦しんでいる。必要

なのは、地球環境を損なわない持続可能な開発

である。南北、東西の共通の関心事となるべ

き”惑星。地球としての開発”を提案したいJ
と述べている。ここで、「lJオデジャネイロ宣

言Jの採択、「気候変動枠組み条約jおよび「生

物多様性条約jの調印、「アジェンダ 2］」の採

択、「森林原則生命」の採択などが行われた。

この潮流を認識するためには、そーの必要性が

叫ばれた時代的背景を振り返ってみる必要が

ある。これには、人口増加、生産の持続性の崩

壊、資源とくに土壌の有限性、環境への負荷、

および農産物の安全性への懸念の問題がある。

先進国と途上国でその背景は異なる。途ヒ国

では、人口の増加はもとより、過耕作。過放牧

による生産性の低下や、砂漠化、焼き畑農業の

短縮化による持続性の低下、濯瓶農業による塩

類集積、限界地域での開墾に伴う土壌の崩壊な

どがあげられる。

加えて、途上国では先進国と同様に地球環境

の問題が浮上してきた。家畜のjレーメンや水田

から発生するメタン、増産のために施用される

窒素肥料から発生する亜酸化窒素は、地球の温

暖化を促進させている。農業生産活動そのもの

が、農業生産の持続性に問題を投げかけている

ーに期待する冊究

捷行

のである。

環境を保全しながら

農業生産を自指すため

には、持続的土地利用

システムを「確立しなけ

ればならない。システムの確立は、物質循環の

微妙なバランスの上に成立する農林業を、この

循環の容量を越えない範囲で、永続可能たらし

めるであろう。地球環境が問題とされる時代の

今日、持続的土地利用システムの確立は、途上

国においても環境を保全するうえで最善であ

ることは間違いない。

しかし、問題は人口の増加などにより人為的

インパクトが増大するなかで、それに見合った

新しいバランスを、果たして確立し得るかとい

うことである。持続的農業に生態学的原理が求

められるのは、まさにこの意味においてであ

る。ここに、国際農林水産業研究センターに期

待する研究がある。すなわち、それぞれの途上

国に合った持続的農業を展開する研究である。

また、物質循環の考え方から、生産したものは

可能な限りを生産現場に還すという永続可能

な農業研究の推進である O先進国が行った農業

資源の略奪と短期的な増産のための農業技術

を途上国に適用するための研究ではさらさら

ない。

このような研究がまさに持続的に行われれ

ば、 21世紀に向けて国際農林水産業研究セン

ターは、ますます真の意味でその力量を発揮で

きるであろう。

（農業環境技術研究所所長、 元国際農林

水産業研究センタ一環境資源部長）
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JIRCASへの期待

国際農林水産

畑中

30）高年を心からお慶び、申し上げます。

まだ若かったころであるが、私は遠洋水産研究

所にいて、アフリカ沿岸や中南米のタコやイカ

の研究をしていた。そのころ、熱帯農業研究七

ンターの研究と逮洋水産研究所のそれの違い

について、両者とも海外の農業あるいは水産を

対象としており、似たようなものであろうと

と考えていた。しかし、ある時、前者は相手

国のための研究であり、後者は我が匡！のための

研究であるという整理を聞いて妙に納得した

ことを憶えている。水産庁研究所では、国際と

く研究はほとんどが我が国の漁業に係

わるものであった。そのような中で、平成 5年

の国石Bfセンターへの組織改編により

置かれたことは、我々水産庁研究所側から見て

も画期的なことであった。

SEAFDEC （東南アジア

財政的及び人的支援を行って、

してきたところであるカ人や

国との共同研究を行うことにはり、

よって水産先進国としての責務を果たすぺき

との考えにより、水産庁研究所の人員枠を拠出

して国研センター水産部の設置をお願いした

ところ、である。

国研センターが水産部を設置されてから早

7年余りが経過しているが、この問、人事交

在外研究員の派遣、またプロジェクト研究

の企画から実施に至る様々な連携において良

好な関係を維持してきたことを喜びとすると

待円円
1

骨
M
4

ハのヘタン

寛

ころである。近い将来、

国研センターも我々水

産庁研究所も独立行政

法人へ移行することと

なっているが、移行後

も現在の関係を大事にしつつ、さらなる連携に

りたい。

－林。水にまたがる総合的な海外プロジェ

クト研究は我々にとって極めて魅力あるもの

であり、今後もその推進に努めていただきたい

が、一方、水産研究の主体は海面に係わる漁

養殖業及ぴ環境保全等であり、水産プロ

パーのプロジェクトにもより一層注力してい

ただけるものと期待している。また、我々に対

し発展途上国やSEAFDECから様々な要望が持

ち込まれるところであり、国研センターと外国

機関及び水産庁研究所が連携してプロジェク

トを推進することも可能となろう。

きたが、国

・情報の流れ

強固なものとなりつつある。我が国はと

もすれば経済的、物的支援に漏ってきたきらい

があり、国研センターのような人的支援、ある

いは技術の開発。移転の支援が今後益々求めら

れるところである。国研センターに対する内外

の期待は大きし独立行政法人化を契機に一段

と充実した業務の推進を期待して、創立 30周

七コ＼1ミ、

年のお祝いの言葉としたい。

（中央水産研究所所長）
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JIRCASへの期待

いる。中国農業科学院としても衷心より祝いた

い。過去を振り返えれば、双方の研究協力の成

果が非常に多く、それ故に未来への展望には確

信に近いものがある。 21世紀に向けて、我々

は現在の研究協力をベースにさらに以下の分

野で交流と協力を希望するものである。

⑪食料安全保障問題に関する研究

21世紀食料安全保障の研究を強化する。農

業資源の有効利用率を高め、主要食料の持続的

生産を確保し、食料品質を高める。

⑮持続可能な農業技術の研究と開発

持続可能な農業実用技術の開発と利用を強

化し、農業科学技術成果の実用への転化率を高

め、自然災害の被害を低減させ、生態環境の改

218 

善、環境汚染の低減、農家所得の増加、農業の

持続可能な発展力を高める。

⑩農産物のポストハーベスト研究

農産物の付加価値を高めるため、貯蔵と運輸

上における農産物の生理機能の変化とその影

響要因を解明し、主要農産物の貯蔵、鮮度保持

技術の研究開発および新しい素材に向けての

製造工程と設備を開発する。

我々双方の努力を通して、輝かしい研究成果

を遂げることで、中国食料の安全保障と中日両

国の農業発展に積極的に貢献することを期待

する。

国際農林水産業研究センターの更なる繁栄

と発展を祝する。

（中国農業科学院長）
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Future coll2.boratiαl 

with Thailand should be 
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and the I：わrus1；ヨ ofthe 

Thoi (3overnment The focus of concern stould be 

cm increased food 。f
to com:m日巴rs,九字nvironmeロtand natur:11 

ff;SOUICιrnanag巴ment, th巴 cocmJetidve

for better access 

multi functionaト

and su日時
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rese:arcll planaing and 

tai九able

on behalf of all the res巴m℃h ill 
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Sustainable えgricultur乳ISystems h: I'、.fortheast
アhailand’＇， leas been instrumental inじheimprove- Good luck to yom future巴ndeavors.

ment of agro ecosvsrems and th巴

of farmer・8in North己乱stTLniland 
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JIRCASへの期待

Forestry Res位archPriorities for Future Collaboration betvve日目FRUvi 
and JIRCf¥S 

Abdul Razak Mohd Ali 

Tropical for怠c:,tr,provide a myriad of benefits to 

the countries with the r巴som℃eTh己yplay a 

role in the socio勺conomicdevelopment 

of the countries, houses valuable and highly 必verse

組 danirnal life and is important in stabilising 

bofh the local and global environment Hov,ever, 

worldwide there is concern that these valuable 

resources are being 

the importance of 

me now being made to 

rnanaged. Recognising 

forests, efforts 

their management. 

I、Jumerous initiatives have been undertaken to intro-
due己 sust:Iinable forest 

Mu句rsiahas become a to the ITTO's ini向

tfative on Year 2000 Objective to introduce sustahト

able practices. Other mar臨i：目directedinitiatives for 

good managernent indude the Certifierト

tion Systemヲ whichrequires ind叩endentevaluation 

of forest management M[alaysia is aware of these 

d巴velopm巴ntsand has given high priority towards 

証ttaining sustaim•;b]e for・estmanagement. Conse-

quentlyラ sustainablemanag巴me日Ihas become the 
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Th巴forestrysector in :Malaysia is largely based 

on the exploitation of the commercial timber 

resources from natural forests, viz. the hill forestsヲ

P巴atSW加 1psand the mangrov問。 Atpresent, th巴re

ar喝容 approximately 19 minion hectares of natural 

forests in Malaysia, of which 12.7 milHon hect:ues 

VviH b忠retainedas 〔orestr巴servesto be 

on a sustain巴dyield basis. Ctment har悶

for example, cause heavy 

to the residual standヲ oftenin excess of 50%, 

which would greatly affect sustainability -eog, the 

5巴condヲ thirdand subs叫uentcuts will be impover白

ished. The residual st日ndsare altered in terms of 

structure and species composition, the density of 

commercial species is greatly r巴due吋， and the rate 

of recove四 afterloσ，!ino is much slower than pre-J bbb  J戸

dieted thus the 

the diptero-

carp forests in 

品 under th巴

Seh号ctiveManagem巴ntSystem (SMS) and the 

Uniform System Q刈－MUS).A 

critical look at the implementation of these mmト

agement systems show numerous difficultiesヲ

v,hich include residual stand damage, soil damage, 

cha且gesin species composition, slowεr growth 

ra＇印s,environmental damage and losses in biodi-

ver討ty. Additional research efforts need to be 

directed towards addressing these issues. In addiト

tion, very little research has been undertaken in the 

of for色steconomics and policies, particu-

larly in evaluating forest products and services. 

Forestきar忠 undervaluedand are alwョysat a disad-

vaniage in the formulation of land四useallocation 

polici巴s.In this regardヲitis critical that research be 

undertaken on the economic valuation of forests 

and the formulation of balanced land-use polici記s.

As described above, the over-riding theme for 

natur叫 forestmanagement at present is sustainable 

forest manag巴ment.Introduction of sustainable for-

est management practices require that a訂正：ntionbe 

paid to important criteria such as enabling condi聞

tions for sustainable for司estmanagement; forest 

resource security; forest ecosystems; forest health 

and condition; flow of forest produce; biological 

soil and water; and economicヲsocialand 

cultural aspects.Consequently, an exercise to trans日

late and operationalise the above criteria to m拙 E

specifications for Peninsular Malaysia 

was undertaken. Based on this exercis信， the issues 

requiring additional research were identified, 

Among themラ thosethat require immediate atteKト

tion in tぽmsof priority, include the following: 

• Low impact harvestin疫 technology-Existing 
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JIRCASへの期待

Research Priorities for Future Collaboration between 
ILRI and JIRCAS 

Hank Fitzhugh 

Research Priorities for Future Collaboration 

between ILRI and URCAS 

Introduction 

The worldwide d巴mandfor livestock products is 

set to double in the: next decade and almost all that 

increas巴 willcom巴 fromdeveloping countries. In 

recent decades, the response to growing demand 

for animal-source foods has been mostly a 

in production from large industrial and it has 

come at considerable environmental cost. ILRI is 

dct巴rrt1inedthat smallholders should be able to ben 

efit from the opportunity to increase production 

and that they should have equitable ace巴ssto niar-

kets and not be by covert suiコsidies

to large-scale producers in terms of better infra-

structure and not having to meet the costs of the 

environmentally negative consequences of their 

production systems. This will require improved 

technologies and policies that enable the adoption 

of innovations by smallholders. In view of the 

enormity of the challenges, ILRI will not be able to 

have signific乱ntimpact unless it is able to build 

partnerships with advanced reseぽchinstitutes in 

countries such as 

也弘五RCAS..:ILRI♀叫担QQ王組盟

Past己xperiencedernonstrates that Japan has a 

lot of scientific strength in areas directly relevant 

to ILRI's mandate and that there is wide recogni-

tion of the mutual advantages of collaboration in 

advanced Japanese research institu目

tions. Examples of past collaboration includ巴：

⑪ For 20 ye,usヲ since1980ヲ ILRIhas had a dose 

professional collaborations with the Japan 

International Resem・ch Center for Agricultural 

Sciencesヲ lくnownas JIRCAS (formerly the 

Tropical Agricultural Research Center). During 

this period, 'IARC/JIRCAS dispatched nine 

long-term乱ndseven short-term visiting scien-

tists to work in ILPJ's animal health pro-

gramme⑥ This long四 standing and f同itful

Jap,m-ILRI collabo-

ration has 

focused on character-

isation of the para-

sites that cause East 

Coast fever. 

The results of this work have advanced our 

understanding of the of tick-borne 

diseasesラ hav記 ledto development of improv日d

diagnostic methods，日mdhave incr巴asedthe effi回

ciency of a 'live' vaccine against East Coast fever 

now b巴ingused in countries of eastern, central and 

southern Africa回

⑨ A JIRCAS-l[LRI collaboration that started in 

January 1998 is conducting investigations to 

undersrnnd the role of cyto姐nesplays in 

pathology and control of tryp3nosomosis. Dr. 

Hiroshi t~i凶ni has workゎdat ILRX on this 

since 1998固 Hed巴monstratedthat TJ¥lFα 

has an import司ntrole in rnice tr;panosomosisヲ

possibly acting through control of parnsitaemia 

levels. 

⑮ Dr. Yutaka Matsubara, a pathologist supported 

by JIRCAS who worked at ILRI-Nairobi. in 

1994】 1997ヲ characterised th巴 in日四1matory

reaction of cattle hides to the bite of ticks, 

which transmit the dis巴ase四 causingparasites to 

animals while taking a bloodmeal. A dear 

understanding of the巴nvironm巴ntinto which 

th巴parasitesare delivered is needed to refine a 

geneticaHy engineered vaccine against East 

Coast feverヲ whichILRI is now tεsting in the 

field. 

• Dr. k巴niiTogashiヲageneticist supported by且R

CAS, recently worked at江町＇sAddis Ababa 

campus from 1993-1995 to help develop an esti-

mation procedure that will be us巴dto improve the 

selection of highly produαng livestock in A耐can

breeding programmes. 

Future Priorides 
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J1RCASへの期待

Research Priorities for Future Collaboration Betvv巴en
the International Ric日ResearchInstitute (IRRI) 
and the Japan International Research Center 

for }1,_gricultural Sciences (JIRCi¥S) 

Ronald P. CantreH 

んよrossmuch of Asia over the past 30 y日HS,

plentiful rice has been an important force 

behind th色 region’seconomic，伊lii:ical,and social 

Ric巴 h出 helpedto keep Asians nour-

employed, and pea印 fuL

The importance of the crop in maintaining stabil-

and growth in the region was further underlined 

by the recern: econm凶ccrisis ，；九＇henrice production 

was one of the few strong points in many r巴gional

econo立1ies。

One ofth巴foundationson which this success has 

been built has been strong collaborative resear℃h 

partnerships such as th忠 onebetween the Philip回

International Rice Research fostitute 

and Japan, especially through the 

International Research Center for Agricultural Sci】

凶 ces(JIRCAS). 

The first decades of this key relationship was 

focus吋ヲ understandably,on ensuring the 

food security and continued dθvelopment How-

ever, as we move imo a new millennium, a host of 

new challenges face rice researchers both at IRRI 

and in Japan. 

Food security rεmains am吋orconcern in some 

parts of th巴 especially South Asia. How-

ever, in a number of Southeast Asian nationsヲ the

economic development of th巴 riceindustry and 

boosting the livelihoods of rice farmers are increas自

ingly important areas of focus" 

As well as the need to main同inlong running and 

SUCC（うちsfulefforts to improve yields to meet the 

demands of a growing regional populationヲ thereis 

also a口eedto ahead with work in other 

research areas such as nutrient xτ1anagement, 

resistanceヲgrainquality and efficient resource use, 

Clearly, however, the mosr impo此amnew area of 

research :is biotechnology. Rarely in th巴 pasthas 

ther巴beena better oppo士E

to rake the latesi: 

and best science of thι 

dθveloped. v1orld and use 

it to assist the poor乱nd

the needy in the developing workL Two of the most 

exciting and potentially ben巴：ficialresearch efforts in 

biotechnology are in the arεas of rice functional 

genm凶csand nutTitional enhancement. 

There is little doubt that successes in either ar巴a

could have a positiv巴impacton the lives of tens of 

millions of rice growers and consumers. Howeverラ

the increasing emphasis on, ,md debate, over bio-

technology in agricultural r巴searchhas highlighted 

the rieect for greater collaboration :unong research-

ers. i「hisis an area where IRRI and 

JIRC/115 hav巴consistentlyexcelle(i in the past 

The chall己ng巴ssnd opportunities facing rice 

research today are too big and v紅 iedfor any one 

institutionヲoreven country, to handle on their own, 

Biotechnology requires not only costly investments 

in equipment and suppliesラ butalso collaborative 

at aln司ost巴verylevel. 

A good example of the type of coordination and 

collaboration that will b記 neededincreasingly in 

the futm巴amongresearch institutions can be found 

in 乳 jo凶 IRRI-HRCASpr。jeerinvolvi時 the

assessment of opportunities for nitrogen fixation in 

rice" Launched in 1995 as part of a collaborative 

effort also involving Japan's Natiomtl Institute of 

Agro-biological Resourcesラ thenitrogen fixation 

pr吋ecthas already confirmed that the genetic capa回

bilities responsible for nodulation in legumes ar巴

partially conserved in rice. 

Another collaborative effort in the mid回 1990s

focused on an間 robicseeding technology and br。ought

together・眼PJヲ，IlRCAS,the Central Agricultural 

A寸

内／“
今
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i立行seatchInstit1斤tii: the Vietnarn 

Lural lえ三searchfastitutEヲ th巴 Cun Lo担gDelt2 Rice 

R記searchInstitutE also in Vietrimr1 and the Philippines 

Rice Research fostitut己．
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rice teseardL 

bv .URCAS toγNor!< on collaborative 

2tt IRHTs in Los Banos u日der

Fisherles (MAFF1. 

Thιfirst ：て1has勺 ofthis 2tarter[ mo.「じ th在日

1S y告arsago in 19:B0L The wo1・k focused on devel曲

opin常？っw and on identi-

genes tha，：ιconferrモdγesista日Cじ l:o01arious 

f孔ce~： tc, bacterial blighこdlse乱se.The :;eつり11dphase, 
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ii, 1989. T:1is resec1rch resulted in the d: 
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Howεver、日otall links bιtween 
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But for 
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JIRCASへの期待

Researd:ii Priorities for Future Collaboration between 
SE.AFDEC and JIRCAS 

Panu Tavamtmaneegul 

"The Way Ahead" 

Both the Southeast Asian Fisheries Development 

Center (SEAFDEC) and JIRCAS were established 

at approximately th巴 s,1merime, SEAFDEC in 

1967, HRCAS in 1970. SEAFDEC is the benefi-

ciary of support of the h在AFFin Japan. This 

enables SEAFDEC to promote both technically and 

through fisheries policy the maximization of the 

sustainability of fishぽ iesin出εSoutheastAsian 

Region. Thus, the region as a whole ow己sa very 

large debt of gratitude to the Government of Japan 

for promoting fish food s巴curitythrough its support 

of the明10rkof SEAFDEC. As a regional intergov-

ernmental organization, SEAJFDEC is comprised of 

eight member nationsラ Japan,Malaysiaヲ Thailandヲ

Singapore, Brunei DarussalamラMyanmar,Vietnam 

and the Philippines. SEAFDEC is the largest fish-

eries organization in th巴 regionand has a staff of 

over 600 with in-d思pthknowledge and experience 

in fisheries and fishing. Th日 organizationahas a 

Secretariat located in Bangkokラ Thailandthat play 

a coordinating role for the four d巴partmentssitu】

ated in the host countri巴softh巴Philippin巴s，民falay-

sia, Singapore and Thailand. These departments 

specializ巴 indiffer巴ntaspects of fisheries. The 

Aquaculture Department (AQD) is located in Iloilo 

on the island of Panay in the Philippines. Its spe悶

cialty is th色 cultureof fish under controlled condi-

tions in marineヲ brackishwater and freshwater 

environments. The Marine Fisheri巴E Resourc巴

Development and Management Department 

(MFRDMD) is locatゎdin Kuala Terengganu, in 

Malaysia回 Itsparticular concern is the develop-

ments taking place in the field of marine resourcesヲ

including the conservation of marine turtles and 

lately research into selective fishing with due 

regard to the non【 captureof juveniles. The Marine 

Fisheries Research Departm巴nt(MFRD) located in 

Singapore with a mandate for research飢1ddevelop-

ment <lctiviti巴srelat色dto 

the post悶harvestpreser-

vation of fish foods. A 

E巴lated is train 

ing for personnel in this 

important sphere of work Th巴 lastDepartment is 

the Training Depamnem (TD), which like the Sec四

retariat is located in Thailando As the title 

this Deparオmentis concerned with in tech『

nical aspects of responsible fisheries practices, 

marine engineering and fisheries information and 

ext巴nsionservices. Not only is training carried out 

at this Department, but research and development 

activities are also conductedヲ oftenin coll乱boration

with other Departments. The activities include fish-

eries resources surveys and research into selective 

techniques and devices for the release and 

thus conservation of animals including 

turtles, This succ巴ssfulr・esearchhas resulted in出e

development of the Turtl巴ExcluderDevice (TED) 

which enables member countries to avoid the 

embargo upon the importation into the 

United Stat巴sof shrimp caught without protecting 

the turtles. Similar work is in progress to exclude 

catches of target speci思sjuveniles。Knownas the 

Juvenile and Trash Exclusion Device (JTED) this 

equipment is pres巴ntlyunder tri3J in the waters of 

the memb日fcountries. A notable recent SEAFDEC 

activity has been the Regionalization of the FAO 

Code of Conduct for Responsible Fisheries 

(RCCRF). Guidelines are set up for regional appli-

cation of the Code of Conduct taking account of the 

regional fisheri巴sspecificity that is based on the 

predominantly small-scale nature of the region's 

fishing industry. At the 30th SEAFDEC Council 

Meeting a new and far-reaching Strategic Plan was 

adopted, The objective of the plan is to further pro-

mote regional collaboration and interregional 

expertise and information exchange. Although 

national policy is the prerogative of national pol-
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HRCASへの期待

Cu.ll'ent Status and Rilce Research Priorities for Futtuで CoHaboration
betvve：巴日明vP~RDA~ and JIRCAS 

Kanayo F. Nv1anze 

Then印 dfor improved technologies to assist 

Vv est African farmers to increase rice production in 
an economically and environmentally sustainable 

manner has never been greater. Rice is 

traditional foods with per c旦p1w1con-

growing faster than for any other food 

Regional consumption is projected to 

ini>C司caseat nearly 59もthroughthe end of this cen町

i,uryι;Imports to fill the gap between regional pro-

dudion and demand, which stood at 2.2 million 

h可1sin 1980, ・01ill grow to 4 million tons in th吃year

costing more than a billion US dollars in 

il1( reasingly scarce foreign currency. At th巴 same

pressure from growing rural popu l品tions

tl1Jeatens to accelerate the d巴gradationof hmd 

resources, with the risks high巴stin fragil巴 upland

The development of technical options 

to enable fa,rmers to intensify production in the 

highly prnductiv信ヲ more robust and generally 

under-utilised lowlands is a 

to ensure sustainable 

food production. 

'Nl1He the ne巴dfor a more dynamic rice sector 

has never been greaterヲ th巴 preconditionsfor sue-

C巴ssare now in place. On the policy side, structural 

adjustment programs introduc巴din most countries 

of the sub-region have greatly improved economic 

efficiency in production, processing and mark巴ting.

On the technology side, during the 1990s WARDA 

launched revitalized programs of research in仕1e

hl.l1Ilid, sub七urnidand Sah巴li_anzones of tJ1e sub-

region. Teams of scientists, working in dose collabo-

ration with national researchern and IlRCAS scien-

巴lementin strate回

1日明TestAfrica 

tists, are making rapid pr・ogressto fiH the t告chnology

shelf with technologies appropriate for resource poor 

farmers. An inno，なtive wide crossing progr倒B

involving hybridization be仰 een0. sativa and 0. 

glabe月初iaoffers parほcularlyexci出1gprospects for 

incr巴asingand stabilizing upland and lowland rice 
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solutions at t,vo 

(l) thεimprove・-

ment of labor productivity through 1吋 ucedneed for 

and other management interventionsラ and(2) 

the improved sustainability of intσnsified systems 

through durable crop resistance to pestョand

particularly in lowland systems that so fas dep記ndon 

introduced mat忠rials.Multi】disciplinaryand multi-

insl:itmtional research on inland valleys is focussing on 

developing low cost and巴nvirorn:nentallyfriendly 

water management systems to p行rrfiitthe sustainable 

irntensific柑onof lowland巴cosystems.明、Torkingin 

dose pa汁nershipwith n印；ionalsciemists and policy 

markers, WAR DA is confid叩 tthat impact 

wiH be f巴lton f日uaers'fields before the end of this 

decade with momentum in the next cen 

tmγ. fa shortヲthepiε心esare nov,r in plac氾 fora sue 司

Cεssfr 

JIRCAS is making significant contrit予utioninto the 

following priorit-y areas of res巴白rch： 

, Breeding日Lndphysiological charncterization of 

drought and acidity tolerance in rice. 

0 Technical advice on molecular analysis of the 

African indigenous rice species, 0. 

and ο. sativαx 0. glaberrima 

populations. 

⑬ Gene tagging and marker assisted selection for 

resistance/toier:mce to major stresses. 

• Technical assist組問 ongrain quality analysis 

of 0. sativa x 0. 

progenies. 

• Socio-economic and institutional studies and 

interspecific 

analysis of base四 linesurvey data of socio-

economic studies. 
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for th日newvarieties. 

• Accelerιte the d巴velopmentand tnrnsfer of 

through far,T1ers' 

⑩ Train NARS scientists on thε 

設1e

materials. 

3」1d

V{e believe rhat these studies v,ill contribute 

Ji1ficanHy to [he expεcted boom in rice 

1Nhich fa to dnw¥i from diverse 

己目vironment.sanc! wat町、

sysl日ms.I,Te¥V frof:'.i the:,e studies wiH 

provide famiers with low－ι02t 'Pacer 

乱nd

tion of fov.rla;1(k In th巴 upland,
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var:ieties are •n,ow avail日bl行 Rnd::rr行 evaluated 

v,i th farmers iuνanlcipato.c y res悶：ch.This ,1,1iI¥ 

improve yield stability and create'° incentive3 for 

resαurce-pom farmers to replac忠nutrieni:sextr11c1ed 

Zrom thεsoil in short-faJloi..v systems. A 

:--ecoverγof destabilized would als心

tequire rnore subsi:antial investm辛口t互 II: IeSGl紅ce

base quality. 

In the n1nラfre rol1三

se1;:ii凶 chvarf rices is to 
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incr巴2.sebee品.us，乙 T却mersvvill find v1ays tG 
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JIRCASへの期待

東

JIRCASへの期待

久雄

国際農林水産業研究センター（JIRCAS）創立

30周年おめでとうございます。私ども国際協

力事業団（JICA）は創立 25年ですので、セン

ターは 5年お兄さんということになります。

今から 30年前、 1970年前後というのは、我

が国が大きな国際化の波の中にある時でした0

1960年代の経済急成長期を経て、国際収支の

状況も大幅に改善され、経済大国としての地位

を確立していった頃でした。また、その中で、

64年の東京オリンピックには百カ国に近い、し

かも我々には馴染みの薄い国々の参加もあり、

これを契機に国民の自が大き〈海外に開かれ

ることとなりました。農業の面でも、貿易自由

、また、食料消費

パターンの変化が、 1970年にはコメの作付転

換政策を促すことにもなりました。更に、木材

についても、輸入材が急激に増加する傾向もみ

られました。

このような中で、 JIRCASの前身である熱帯

農業研究センター（TARC)が誕生し、国際的

な農林業研究が本格化されたわけです。

その後、 71年のニクソンショック、 73年の

オイルショックを経て、我が国としても国際協

力の必要性が痛感されJICAが誕生しました。

爾来、 TARC、JIRCASとJICAは、ある面で

は兄弟のような関係を続けて来たと思いま y。

JIRCASの主たる任務は開発途上国に関する研

究であり、開発途上国の研究機関や国際機関と

多くの共同研究を行ってきています。 HCAの

主たる任務は開発途上国への技術協力ですが、

農林水産業の研究支援

が含まれます。HCA自

身は、研究協力のため

の能力、又は、その人

材を有するわけではあ

りません。種々の機関の協力を得てその任務を

進めております。特に、 HRCASからの御協力

は重要な部分を占めます。

開発途上国においては、農林水産業はその経

済活動で重要な部分を占めます。また、農林水

産業従事者の割合も圧倒的です。また、この分

野の開発は最も難しい分野で、当然、開発途上

国からの協力要請においても大きな部分を占

めます。農林水産業は、自然を相手とする営み

です。その技術協力は、その回、その地域に適

したものでなければなりません。ここに、農林

水産業の国際協力の難しさがあります。その協

力の基礎となるのが、その地域、国に適した技

術の研究です。そこを担って頂いているのが

JIRCASです。

我が国への国際協力の要請は近年ますます

増大しております。地域的にも、従来のアジ

ア、中南米に加え、アフリカへの協力強化が強

く求められております。また、中束、東欧、中

央アジアも視野に入れなければなりません。こ

の面でも、研究協力は多様な対応を求められて

いきます。我々の HRCASへの期待も大きくな

らざるを得ません。今後、 JIRCASがますます

発展され、我々の側でも、支援の輪を広げるこ

とが可能となることを期待いたします。

（国際協力事業団副総裁、 JIRCAS顧問）
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HRCASへの期待

国際農林水産業研究 ーへの期待

「HRCA,Sと基礎的。先端的研究j

貝沼圭二

熱帯農業研究センター（熱研）は 1970年に

創設されてから 30年問、熱帯諸国において、

その地域にあった農業技術の確立、先進技術の

移転、種々の招鴨、研修プログラム等による人

的交流を過して開発途上国の農業技術の向上

に大きく貢献してこられました。 1993年に、国

際農林水産業研究センター (JIRCAS）に変わっ

てからは、熱帯ばかりではなく世界全般に白を

け農業研究、技術を通じた日本の国際貢献の

としてその役割を果たしてきております。

の研究協力が点として単一技術の研

はこれに加えて面的な広がりを持つ

型の研究を通じて農業システムの改善などに

大きく貢献してきていることは国際的にも高

い評価を受けております。また 1971年£），降の

国際農業研究協議グjレ』プ（CGIAR）の研究セ

ンターとの共同研究の実績により、頼りにされ

る先進研究機関の位置づけを確固たるものと

されたこと して心からの敬意を表します。

私自身は、剤、研の最後で JIRCASの最初の所

長として在職させて頂いた立場から気のつい

たことを以下に述べ、将来への期待とします。

「HRCASと基礎的。先端的研究J
私が熱研に国内研究、基礎研究の基盤が必

要と考えたのは随分昔のことです。当時、食品

総合研究所の若い研究室長の頃、 JARQ(Japan

Agricultural Research Quarterly）の編集委員を勤

めさせて頂きました。 JARQのある部分に熱研

研究者の原著論文を載せるページを設けたい

という熱研の要請に対して、「熱研はそんなこ

とをやる研究機関ではない。研究者はそれぞ、れ

の出身の研究所に戻ってそこで書けばよいJと
いう古い先輩の言葉に強く反発して激しい議

ペム内コ勺ん

論をした記憶がありま

す。研究者がオリジナ

ル論文を書き、研究機

関にはそれ／を発表する

；場所があるのが原則と

いう私の主張でした。このような思いをもって

1993年に熱研に赴任しました。

私が就任したころから気になっていたこと

は、熱研は海外で華やかな研究を展開している

が、国内の研究体制がいかにも脆弱なことでし

た。 HRCASに組織が変わる時、技術会議及び、

HRCASの皆さんの協力を得て、ある分野につ

いて国内研究を推進する基盤を整備しました。

位置付けは海外研究を支える基礎研究を国内

で行うことでした。途上国の農業研究は応用問

題が多し基礎。先端研究とはかけ離れている

印象が強いのですが、基礎がしっかりしていな

ければ、 hi)用問題をとくことは困難です。

海外で＇flれた研究を進めるためには国内で

十分にサポートする体制が必要です。拝見して

いますと JIRCASの国内研究も着々と成果をあ

げつつあり、大変喜ばしいことと思います。外

から見ていますと農業限界地に生育する作物、

砂漠化の機序に関する研究、手長エピの内分泌

学的な研究、淡水魚の加工の研究などを含め、

多くの先端的な研究は海外との連携のもとに

成果を出してきているように見受けられますo

JIRCASの基礎研究の特徴は、海タ同庁究への貢

献をもって評価され、基礎だけで格わってはい

けない宿命を持っています。即ち成果を海外研

究と連携して途上国の現地に適応させた時、初

めて正当に評価されます。今後も海外の研究と

レベルの高い基礎的。先端的研究を車の両輪と

考えて進んで欲しいものです。

（生物系特定産業技荷研究推進機構理事、

JIRCAS顧問、元農林水産技術会議事務局

長、前国際農林水産業研究センタ一所長）
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JIRCASへの期待

農林水の有機的連携によ

島

あるがままの自然（第一次自然）の一部を切

りとる活動である漁業や狩猟活動からみれば、

第一次自然を払拭してそこに新たな人工的な

自然（第二次自然）を作り上げる活動である農

業や植林はそれ自体が環境破壊的な活動であ

るといえる。

原始的狩猟採取経済から農耕経済への移行

は人類に飛躍的経済発展をもたらしたと云わ

れるが、それが同時に環境を大きく破壊してい

く契機となっていることも忘れてはなるまい。

近代の農業技術の進歩による土地生産性の向

土地の基盤整備優良品種の導入。化学

肥料＠農薬の多投により実現されたが化学肥料

と農薬の多投により環境破壊は一層その度合

いを高めた。畜産業ゃ魚類養殖といった動物生

産活動となると糞尿や残餌。伝染性病原菌。残

品といったものが環境を破壊しているこ

とになる。

我が国は、明治以降、「富国強兵、殖産興業」

のスローガンの下に、営々として森や野を開き

山を削り、谷を埋め、沢や海を埋め立て、土地

を造成してきた。中でも「農は国の基なり」と

いう国是の下に農地の造成は何ものにも優先

されてきた。しかし、漁業サイドからみれば漁

業資源の再生産の場として極めて重要でかつ

広大な浅海域が失われていったことを意味し

ている。しかし幸なことに第二次大戦まではそ

の開発の規模も小さくテンポも緩やかであっ

た。アメリカでレイチェルカーソンの「沈黙

の春Jが出た頃の日本はまだまだ充分な美しい

自然が残っていた。 1950年代の後半、浦安の

十条製紙の汚水問題を契機として日本におい

ても漸く公害とか自然環境問題への由民的関

心が芽生え公害関係立法も行われた。しかし日

本国内は未だ山を削り海を埋め立てる開発第

一主義の路線をまっしぐらに走っていた。そし

て間もなく列島改造計画論がぶち上げられ、所

得倍増の掛け声とともに開発路線が更に加速

されていった。道路、河川、湖沼、海岸、港

湾、漁港などの整備が進み、それと平行して

［農業基本法」が制定され大規模な土地改良、

持続的生態系モデルの構築

一雄

造成事業や大規模畜産

育成事業が行われた。

より効率的で省力的な

農業を営むため優良品

種の導入、化学肥料と

農薬の多投、機械化による農業が推進された。

その結果、最後に残された原野の開墾や広大な

海の埋め立てが行われた。大量生産。大量消

費・大量廃棄による環境汚染、環境破壊が急激

に進んだ。

さて、私は 1975年から 1994年にかけて専ら

外国相手の仕事をしていた関係から日本国内

を旅する機会はほとんどなかった。 1995年以

降再び圏内関係の仕事をするようになって驚

いた。日本中新幹線網が張りめぐらされて、そ

してその新幹線から見える風景は見渡す限り

家又家である。所によっては山の上まで家が占

めている。そしてこれでもかこれでもかといわ

んばかりに、長い間高いコストを払って作って

きた美田や美畠が埋められ、祖先達が手塩にか

けて育ててきた美林がむざむざと伐採されて

いるではないか。 21世紀は、人口の急増によ

り食料不足の到来が予測されている。このよう

なことをやっていてよいのであろうか。今も不

安な気持ちでいっぱいである。更に目をこらし

耳をすましてみると、鳥の種類がめっきり少な

くなり、烏と云えばカラス、ムクドリ、ヒヨド

リ、スズメ、セグロセキレイ、カモメくらい、

たまに、うぐいすの声を聞くとほっとする。道

路の上に長くのびた蛇の死骸は見られず、蛙の

鳴く声や虫の音もめっきり少なくなった。トン

ボや蝶の姿を見ることも少なくなった。まさ

に、レイチェルカーソンの「沈黙の春jの描

く景色そのものである。沈黙の春は農薬の自然

環境に与える深刻な影響について警告を発し

たものであったが、現在の日本の風景は農薬に

とどまらず、埋め立てやコンクリート構造物の

設置、更には大量生産。大量消費により生じた

複合環境破壊の結果である。

そしてその破壊は自然的に広く撒き散らさ

れてしまったダイオキシンの問題に代表され

Aa 
ぺべ
J

ウム



では、開発途上国の実情はどう

命」の成功は、土地基盤の整備、

化学肥料、農薬の多投によるものである。

農薬あるいは家畜の糞尿等による

は無視し得ない状態にあると云われ

ている。そのような意味で JIRCASが回

けF てオ三られる「メコンデ、ルタにおける

と持続的ファーミングシステムの

る主題である。メコン
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JIRCASへの期待

新ミレニアムの研究開発戦略
生産・環境・貧困の総合解決ヘ

高瀬国雄

1992年 7月23日、熱帯農業研究センタ一顧

問会議に初めて出席させていただいたとき、当

時の都留所長から、（i）今恨の研ー究は、農業、林

業、畜産業だけでよいのか？ (ii）熱帯・亜熱帯

だけ？よいのか？ (iii）国内ー国際共同研究の方

向性、などについての諮問を受けたことを、今

らありありと覚えています。その後、熱研は

JI艮CASとなり、水産業分野も加えた「ベトナ

ム＠メコンデルタ」総合プロジェクトや、「中

国・トルファン盆地の土壌と農業Jという寒冷

地農業研究も行われてきました。しかし、すべ

てがグローパル化してゆかざるをえない新ミ

レニアムへの入口に立った今、この速度はあま

りにも遅いのではないか、というのが私の率直

な感想、です。 JIRCi¥Sの研究開発戦略を組むに

あたって考慮すべき、いくつかの中心テーマに

ついて、述べてみたいと思います。

1団最林牧魚工商の 6次産業を育成する

21世紀の国際協力の目標は、1996年のOECD/

DACでも合意されたように「人間開発」です。

農林水産業の研究も、これまでのような農業生

産を主目標とするだけでなく、環境保全や農村

所得をふやすことが重要となります。そのため

には、単作をやめ、多様化作物、それに林業＠

畜産・水産を複合させることにより、持続的農

業を可能とする。また食料だけでなく、燃料、

飲料水、住宅用建材など、健康な農村生活も

証されます。しかし、一次産業だけでは、どう

しても所得が低いので、それを加工し（2次産

業）、販売する（3次産業）ことも含めた 6次

産業の育成が必要となります。

2, f貧図書!Ji成jだけでは貧困は解消されない

いま世界銀行も ADBも、ほとんどすべての

国際機関が「貧困削減」を強調しています。こ

の文句は、 1973年のマクナマラ世銀総裁のナ

イロピ演説いらい、 1990年の「世界開発報告」

の主題ともなりました。しかし、その呂的達成

はおろか、最富 20%と

最貧 20%の GDP／人

の格差は、 73年の I1

倍から 99年には 36倍

に開いています。これ

は貧困層が少しぐらい豊かになっても、先進国

の経済成長がそれより大きく、その消費増加が

地球環境を破壊し、それが途上国の貧困へとは

ねかえるという悪循環を繰り返しているから

です。テレビの発達によって、この貧富格差の

現実を毎日見せられる結果、戦乱が起き、種族

問のd憎しみも加わって、平和はますます遠のい

てゆく。この悪循環を断ち切るには、 l日も早

く先進国の「エゴ削減Jを自ら実行し、貿易や

投資を含むマクロ経済、そして公正な国際社会

の建設まで視野に入れなければなりません。農

業研究も、このようなグローパル問題と無縁で

はないと患います。

3ロ専門家の積櫨的協力による行動計画を

99年 11月にシアトルで開催された WTO会

議では、参加国の 3/4を占める途上国と、 NGO

が合同して、先進国主、導の会議運営をボイコッ

トしました。同じような事件が連鎖反応、して本

年 2月バンコクの ANCTAD、4月ワシントンの

世銀。 IMF総会、 5月チェンマイの ADB総会

でも起こっています。日本でも、大蔵省、外務

省、 JICA、JBICなどが、 NGOとの定期協議を

聞くようになりました。これまでーにぎりの先

進国専門家だけがやっていた農業研究開発の

分野でふ住民レベルの情報にくわしい NGO

や民間団体の専門能力を活用することが、不可

欠な世の中になってくると思われますo

JIRCASがすでに CGIARやTICAとの協力を深

めていることは結構ですが、さらに JBICや

NGO、コンサルタントなど、志、を同じくする組

織との情報交換。協力を促進することが、 21世

紀最大の課題と思います。（2000年5月28日記）

（国際開発センタ一理事、 JIRCAS顧問）
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